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(57)【要約】
【課題】サイズを大型化することなく、カバーの開閉に
伴うハーネスの疲労が局所に集中することを抑制できる
、画像読取装置を提供する。
【解決手段】ハーネス４７１は、第１延部４７４および
第２延部４７５を有している。第１延部４７４は、ＡＤ
Ｆに設けられたハーネスサポート４４１に係止されて、
左右方向に延びている。第２延部４７５は、ＡＤＦに対
して自由に設けられ、第１延部４７４から画像読取本体
部に向けて延びている。これにより、画像読取本体部に
対するＡＤＦの回動に伴って、ハーネス４７１の第１延
部４７４でねじれ回転が生じる。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体に対して第１方向に延びる第１回動軸線を中心に回動可能に設けられたカバー
と、
　前記筐体側に設けられた第１電気部品と、
　前記カバーに設けられた第２電気部品と、
　前記第１電気部品と前記第２電気部品とを接続する電線とを備え、
　前記電線は、前記カバーに係止され、前記第１方向に延びる第１延部と、前記カバーに
対して自由に設けられ、前記第１延部から前記筐体に向けて延びる第２延部とを有してい
る、画像読取装置。
【請求項２】
　筐体と、
　前記筐体に対して第１方向に延びる第１回動軸線を中心に回動可能に設けられたカバー
と、
　前記筐体側に設けられた第１電気部品と、
　前記カバーに設けられた第２電気部品と、
　前記第１電気部品と前記第２電気部品とを接続する電線とを備え、
　前記電線は、前記カバーの回動に伴ってねじれ回転を生じる部分を有している、画像読
取装置。
【請求項３】
　前記電線に生じるねじれ回転の中心は、前記第１回動軸線上に位置している、請求項１
または２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記カバーに設けられ、前記第１回動軸線と平行に延びる壁部を備え、
　前記電線は、前記壁部の一方側の一方側空間から他方側の他方側空間に引き回されてい
る、請求項１～３のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記壁部には、切欠が形成されており、
　前記電線は、前記切欠を経由して、前記一方側空間から前記他方側空間に引き回されて
いる、請求項４に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　前記切欠は、前記第１方向の一方側に開放されている、請求項５に記載の画像読取装置
。
【請求項７】
　前記筐体と前記カバーとを回動可能に連結するヒンジ部材と、
　前記壁部に設けられ、前記他方側空間に突出する突出部とを備え、
　前記電線は、前記突出部に係止されて、前記ヒンジ部材から離れる側に延びる迂回部を
有している、請求項４～６のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記壁部に前記第１方向に間隔を空けて設けられ、前記他方側空間に突出する１対の引
っ掛け部を備え、
　前記電線は、前記迂回部に連続する部分が前記１対の引っ掛け部に係止されている、請
求項７に記載の画像読取装置。
【請求項９】
　前記第１延部は、前記第１方向の両端部が前記１対の引っ掛け部に係止され、前記１対
の引っ掛け部の間で前記第１方向に延びている、請求項８に記載の画像読取装置。
【請求項１０】
　前記第１方向の一方側の前記引っ掛け部は、前記壁部との間に、前記第１方向の前記一
方側に向けて開放される凹部を形成し、
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　前記第１方向の他方側の前記引っ掛け部は、前記壁部との間に、前記第１方向の前記他
方側に向けて開放される凹部を形成する、請求項８または９に記載の画像読取装置。
【請求項１１】
　前記壁部における前記突出部と前記第１方向の一方側の前記引っ掛け部との間に設けら
れ、前記他方側空間に突出し、前記電線の配設を案内する案内部を備える、請求項７～１
０のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項１２】
　前記電線における前記筐体に向けて延びる前記第２延部に取り付けられた弛み防止部材
を備える、請求項１～１１のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項１３】
　前記筐体に前記第１方向に延びる第２回動軸線を中心に回動可能に設けられ、前記電線
における前記第２延部から前記第１延部と反対側にさらに延びる部分を保持する保持部材
を備える、請求項１～１２のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項１４】
　前記保持部材は、途中部に段差を有し、前記電線が前記第１電気部品に接続された状態
において、前記段差よりも前記第１電気部品側の部分が前記段差よりも前記第１電気部品
と反対側の部分よりも一段高くなるように形成されている、請求項１３に記載の画像読取
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿の画像を読み取る画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されている画像読取装置は、本体と、本体に対して開閉可能に設けら
れた原稿カバーとを備えている。本体の上面には、コンタクトガラスが配置されている。
コンタクトガラスの下方には、読取ユニットが設けられている。原稿カバーは、回動軸を
中心とする回動により、コンタクトガラスの上面を開放し、コンタクトガラスの上面を覆
うことができる。
【０００３】
　原稿カバーが開かれて、コンタクトガラス上に原稿が載置された後、原稿カバーが閉じ
られて、原稿カバーにより、原稿がコンタクトガラスに押さえつけられるとともに、コン
タクトガラスが覆われる。これにより、原稿を原稿載置台に密着させることができる。こ
の状態で、読取ユニットが一定速度で移動されながら、読取ユニットからコンタクトガラ
ス上の原稿に光が照射される。原稿での反射光が読取ユニットのイメージセンサに受けら
れることにより、原稿に形成されている画像の読み取りが達成される。
【０００４】
　特許文献１に開示されている画像読取装置は、原稿カバーに原稿を原稿載置台上に自動
的に供給するＡＤＦ（Auto Document Feeder）機構を備える。このような画像読取装置に
おいて、ハーネスの一端が原稿カバーに設けられたモータなどの電気部品に接続されてい
る。ハーネスの他端は、画像読取装置の本体側に向かって延び、画像読取装置の各部を制
御するための制御基板に接続されている。
【０００５】
　原稿カバーには、原稿カバーの回動軸と平行に延びる係止軸が設けられている。そして
、原稿カバーの外部に引き出されたハーネスは、原稿カバーが閉じられた状態で、たとえ
ば、下方から係止軸の上方に延び、係止軸の上方で係止軸の周面に沿ってＵ字状に折り返
され、本体側に向かって下方に延びている。原稿カバーが開かれると、ハーネスは、Ｕ字
状に折り返された部分が展開する。そのため、ハーネスは、原稿カバーの開閉を阻害しな
い。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－８２０３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、原稿カバーの開閉に伴って、係止軸の上方でのハーネスの折返しおよび
展開が繰り返される。そのため、原稿カバーの開閉に伴って、ハーネスにおける係止軸の
上方の部分が集中して疲労し、ハーネスの断線などを生じるおそれがある。ハーネスの折
返し部分の曲げを大きくすれば、ハーネスの疲労を抑制することができるが、画像読取装
置のサイズが大型化してしまう。
【０００８】
　本発明の目的は、サイズを大型化することなく、カバーの開閉に伴うハーネスの疲労が
局所に集中することを抑制できる、画像読取装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記の目的を達成するため、本発明の一の局面に係る画像読取装置は、筐体と、前記筐
体に対して第１方向に延びる第１回動軸線を中心に回動可能に設けられたカバーと、前記
筐体側に設けられた第１電気部品と、前記カバーに設けられた第２電気部品と、前記第１
電気部品と前記第２電気部品とを接続する電線とを備える。前記電線は、前記カバーに係
止され、前記第１方向に延びる第１延部と、前記カバーに対して自由に設けられ、前記第
１延部から前記筐体に向けて延びる第２延部とを有している。
【００１０】
　この構成によれば、カバーは、筐体に対して第１方向に延びる第１回動軸線を中心に回
動可能に設けられている。カバーには、第２電気部品が備えられている。第２電気部品に
は、電線の一端が接続されている。電線の他端は、筐体側に設けられた第１電気部品に接
続されている。
【００１１】
　電線は、第１延部および第２延部を有している。第１延部は、カバーに係止されて、第
１方向に延びている。第２延部は、カバーに対して自由に設けられ、第１延部から筐体に
向けて延びている。
【００１２】
　これにより、カバーの回動に伴って、電線の第１延部でねじれ回転が生じる。電線が折
返しおよび展開される構成では、その折返しおよび展開される部分に疲労が集中するのに
対し、第１延部にねじれ回転が生じる構成では、ねじれ回転が電線に与える疲労が第１延
部の全体に分散する。
【００１３】
　また、第１延部でのねじれ回転にスペースを必要としない。
【００１４】
　よって、画像読取装置のサイズを大型化することなく、カバーの開閉に伴うハーネスの
疲労が局所に集中することを抑制でき、ひいては、ハーネスの寿命を延ばすことができる
。
【００１５】
　本発明の他の局面に係る画像読取装置は、筐体と、前記筐体に対して第１方向に延びる
第１回動軸線を中心に回動可能に設けられたカバーと、前記筐体側に設けられた第１電気
部品と、前記カバーに設けられた第２電気部品と、前記第１電気部品と前記第２電気部品
とを接続する電線とを備える。前記電線は、前記カバーの回動に伴ってねじれ回転を生じ
る部分を有している。
【００１６】
　この構成によれば、カバーは、筐体に対して第１方向に延びる第１回動軸線を中心に回
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動可能に設けられている。カバーには、第２電気部品が備えられている。第２電気部品に
は、電線の一端が接続されている。電線の他端は、筐体側に設けられた第１電気部品に接
続されている。
【００１７】
　カバーの回動に伴って、電線にねじれ回転が生じる。電線が折返しおよび展開される構
成では、その折返しおよび展開される部分に疲労が集中するのに対し、電線がねじれ回転
する構成では、ねじれ回転が電線に与える疲労がそのねじれ回転を生じる部分の全体に分
散する。
【００１８】
　また、電線のねじれ回転にスペースを必要としない。
【００１９】
　よって、画像読取装置のサイズを大型化することなく、カバーの開閉に伴うハーネスの
疲労が局所に集中することを抑制でき、ひいては、ハーネスの寿命を延ばすことができる
。
【００２０】
　電線に生じるねじれ回転の中心は、第１回動軸線上に位置していることが好ましい。
【００２１】
　これにより、カバーの開閉に伴って、電線におけるねじれ回転を生じる部分以外の部分
が屈曲および展開することを抑制できる。
【００２２】
　カバーは、第１回動軸線と平行に延びる壁部を備えていてもよい。そして、電線は、壁
部の一方側の一方側空間から他方側の他方側空間に引き回されていてもよい。
【００２３】
　この場合、壁部には、切欠が形成されており、電線は、切欠を経由して、一方側空間か
ら他方側空間に引き回されていることが好ましい。
【００２４】
　この構成によれば、壁部に貫通孔が形成され、電線が貫通孔を通して一方側空間から他
方側空間に引き回される構成と比較して、電線を一方側空間から他方側空間に容易に引き
回すことができる。
【００２５】
　切欠は、第１方向の一方側に開放されていてもよい。
【００２６】
　電線を切欠に第１方向の一方側から容易に入り込ませることができる。
【００２７】
　画像読取装置は、筐体とカバーとを回動可能に連結するヒンジ部材と、壁部に設けられ
、他方側空間に突出する突出部とを備えていてもよい。この場合、電線は、突出部に係止
されて、ヒンジ部材から離れる側に延びる迂回部を有していることが好ましい。
【００２８】
　迂回部がヒンジ部材から離れる側に延びているので、カバーの開閉時に、電線がヒンジ
部材とカバーとの間などに挟まることを抑制できる。
【００２９】
　壁部から他方側空間に突出する１対の引っ掛け部が第１方向に間隔を空けて設けられ、
電線における迂回部に連続する部分が１対の引っ掛け部に係止されていることが好ましい
。
【００３０】
　１対の引っ掛け部が設けられていることにより、電線をカバーに容易に係止させること
ができる。
【００３１】
　電線の第１延部は、第１方向の両端部が１対の引っ掛け部に係止され、１対の引っ掛け
部の間で第１方向に延びていてもよい。
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【００３２】
　電線を１対の引っ掛け部に係止させることにより、第１方向に延びる第１延部を容易に
形成することができる。
【００３３】
　第１方向の一方側の引っ掛け部は、壁部との間に、第１方向の一方側に向けて開放され
る凹部を形成し、第１方向の他方側の引っ掛け部は、壁部との間に、第１方向の他方側に
向けて開放される凹部を形成することが好ましい。
【００３４】
　第１方向の一方側の凹部にその一方側から電線を入り込ませ、第１方向の他方側の凹部
にその他方側から電線を入り込ませることにより、電線を１対の引っ掛け部に容易に係止
させることができる。
【００３５】
　突出部と第１方向の一方側の引っ掛け部との間には、他方側空間に突出し、電線の配設
を案内する案内部が設けられていることが好ましい。
【００３６】
　電線の配設時に、案内部により、電線を突出部から第１方向の一方側の引っ掛け部に案
内することができる。そのため、電線の配設を容易にすることができる。
【００３７】
　電線における筐体に向けて延びる第２延部に、弛み防止部材が取り付けられていてもよ
い。
【００３８】
　カバーが筐体に対して相対的に近接する位置と離間する位置とに変位可能に設けられる
場合、第２延部に弛み防止部材が取り付けられていることにより、カバーが筐体に対して
相対的に近接する位置に配置されたときに、第２延部が弛むことを抑制できる。その結果
、第２延部がカバーと筐体との間に挟まれることを抑制できる。
【００３９】
　筐体に第１方向に延びる第２回動軸線を中心に回動可能に設けられ、電線における第２
延部から第１延部と反対側にさらに延びる部分を保持する保持部材を備えていてもよい。
【００４０】
　電線が保持部材に保持されることにより、電線の配設を一層容易にすることができる。
【００４１】
　保持部材は、途中部に段差を有し、電線が第１電気部品に接続された状態において、段
差よりも第１電気部品側の部分が第１電気部品と反対側の部分よりも一段高くなるように
形成されていることが好ましい。
【００４２】
　たとえ保持部材に水がかかることがあっても、その水が保持部材を伝って第１電気部品
に流れつくことを抑制できる。その結果、第１電気部品の水濡れを抑制することができる
。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明によれば、カバーの回動に伴って、電線にねじれ回転が生じる。これにより、カ
バーの開閉に伴うハーネスの疲労が局所に集中することを抑制でき、ひいては、ハーネス
の寿命を延ばすことができる。また、ねじれ回転にスペースを必要としないので、画像読
取装置のサイズの大型化を回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る画像読取部２００が備えられた複合機１００
の左前上方から見た斜視図であり、ＡＤＦ２０２が閉じられた状態を示す。
【図２】図２は、前記複合機１００の左前上方から見た斜視図であり、前記ＡＤＦ２０２
が開かれた状態を示す。
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【図３】図３は、前記ＡＤＦ２０２の左前上方から見た斜視図であり、トレイ２５１およ
びメンテナンスカバー２５２が開かれた状態を示す。
【図４】図４は、前記ＡＤＦ２０２の駆動フレーム２６１の左後下方から見た斜視図であ
り、ハーネス４７１，４７２およびＦＦＣ４５１が引き回されるとともに、ハーネスサポ
ート４４１およびヒンジ部材４６２が取り付けられた状態を示す。
【図５】図５は、前記駆動フレーム２６１の左後下方から見た斜視図であり、前記ハーネ
ス４７１，４７２が引き回された状態を示す。
【図６】図６は、前記駆動フレーム２６１の左前上方から見た斜視図である。
【図７】図７は、前記駆動フレーム２６１の右前上方から見た斜視図である。
【図８】図８は、前記ハーネスサポート４４１の左後下方から見た斜視図である。
【図９】図９は、前記ＡＤＦ２０２が閉じられた状態での前記ハーネスサポート４４１の
左後下方から見た斜視図であり、前記ハーネス４７１が引き回された状態を示す。
【図１０】図１０は、前記ＡＤＦ２０２が開かれた状態での前記ハーネスサポート４４１
の左後下方から見た斜視図であり、前記ハーネス４７１が引き回された状態を示す。
【図１１】図１１は、画像読取本体部２０１の下面図である。
【図１２】図１２は、前記画像読取本体部２０１の右前下方から見た斜視図であり、保持
部材５０１が前記画像読取本体部２０１に固定された状態を示す。
【図１３】図１３は、前記画像読取本体部２０１の右前下方から見た斜視図であり、前記
画像読取本体部２０１に対する保持部材５０１の固定が解除された状態を示す。
【図１４】図１４は、前記保持部材５０１の右前下方から見た斜視図である。
【図１５】図１５は、前記保持部材５０１の右前上方から見た斜視図である。
【図１６】図１６は、前記保持部材５０１の係止部５１５の近傍の右前下方から見た斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　以下では、本発明の実施の形態について、添付図面を参照しつつ詳細に説明する。
【００４６】
＜複合機の外観構成＞
【００４７】
　図１に示されるように、複合機１００は、略直方体形状をなしている。複合機１００は
、画像読取装置の一例としての画像読取部２００と、画像読取部２００の下方に配置され
た画像形成部３００とを備えている。
【００４８】
　なお、複合機１００が水平面上に載置された状態で、平面視における複合機１００の長
手方向を左右方向と規定する。また、平面視における複合機１００の長手方向、および上
下方向と直交する方向を前後方向と規定する。図１以降の各図では、図面の理解を助ける
ために、その規定された方向を矢印で示す。
【００４９】
　画像読取部２００は、扁平な略直方体形状をなしている。画像読取部２００は、画像読
取部３００に対し、画像形成部３００の後上端付近において左右方向に延びる軸線を中心
として、閉位置と、開位置とに回動可能に設けられている。画像読取部２００は、閉位置
において、画像形成部３００上に積み重なる。画像読取部２００は、開位置において、画
像形成部３００に対して前側が持ち上がって展開する。
【００５０】
　画像読取部２００は、筐体の一例としての画像読取本体部２０１と、ＡＤＦ（Auto
Document Feeder）２０２とを備える。
【００５１】
　画像読取本体部２０１内には、原稿の画像を読み取るためのＣＩＳ（Contact
Image Sensor）ユニットなどが内蔵されている。
【００５２】
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　ＡＤＦ２０２は、画像読取本体部２０１の上方に設けられる。ＡＤＦ２０２は、ヒンジ
部材４６２を備える。ヒンジ部材４６２は、画像読取本体部２０１の凹部２０１Ａに嵌合
される。ヒンジ部４６２が凹部２０１Ａに嵌合されることで、ＡＤＦ２０２が画像読取本
体部２０１上に設置される。このようにして、ヒンジ部材４６２は、画像読取本体部２０
１とＡＤＦ２０２とを回動可能に連結する。ＡＤＦ２０２は、画像読取本体部２０１の後
上端付近において左右方向に延びる軸線ＡＸを中心として、図１に示される閉位置と、図
２に示される開位置とに回動可能に設けられている。ＡＤＦ２０２は、閉位置において、
画像読取本体部２０１上に積み重なる。ＡＤＦ２０２は、開位置において、画像読取本体
部２０１に対して前側が持ち上がって展開する。
【００５３】
　画像形成部３００は、略直方体形状をなしている。画像形成部３００の正面の上部には
、ユーザによって操作される操作パネルＰが配置されている。画像形成部３００内には、
プリンタ機能を実現するためのインクジェット方式または電子写真方式の画像形成機構が
内蔵されている。
【００５４】
＜ＡＤＦの構成＞
【００５５】
　図１に示されるように、ＡＤＦ２０２は、ＡＤＦ筐体２５０と、トレイ２５１と、メン
テナンスカバー２５２とを備える。
【００５６】
　ＡＤＦ筐体２５０は、扁平な略直方体形状をなしている。
【００５７】
　トレイ２５１は、ＡＤＦ筐体２５０の上面の左右方向の中央部に設けられている。トレ
イ２５１は、平面視で略矩形状をなしている。トレイ２５１は、前後方向に延びる軸線を
中心とした回動により開閉可能に設けられている。トレイ２５１が閉じられた状態におい
て、トレイ２５１の外面は、ＡＤＦ筐体２５０の上面をなす。トレイ２５１が閉じられた
状態から開かれるときには、閉じられた状態のトレイ２５１の左端部が持ち上げられて、
トレイ２５１が右側に回動される。トレイ２５１は、開かれた状態において、図３に示さ
れるように、右上がりに傾斜して延びる。 
【００５８】
　メンテナンスカバー２５２は、図１に示されるように、ＡＤＦ筐体２５０の上面の右端
部に設けられている。メンテナンスカバー２５２は、平面視で略矩形状をなしている。メ
ンテナンスカバー２５２は、前後方向に延びる軸線を中心とした回動により開閉可能に設
けられている。メンテナンスカバー２５２が閉じられた状態において、メンテナンスカバ
ー２５２の外面は、ＡＤＦ筐体２５０の上面をなす。メンテナンスカバー２５２は、開か
れた状態において、図３に示されるように、左上がりに傾斜して延びる。
【００５９】
＜原稿搬送のための構成＞
【００６０】
　ＡＤＦ２０２は、トレイ２５１が開かれることによって露出する部分に、図３に示され
るように、供給部２５３および排出部２５４を備えている。
【００６１】
　供給部２５３は、排出部２５４の下方に位置している。供給部２５３の上面の右端部は
、開かれた状態のトレイ２５１の内面に微小な隙間を空けて接続される。
【００６２】
　供給部２５３は、１対の原稿幅ガイド２５５を備える。１対の原稿幅ガイド２５５は、
互いに前後方向に対向している。各原稿幅ガイド２５５は、案内壁２５６と、ひさし２５
７とを有している。案内壁２５６は、供給部２５３の上面から垂直に立ち上がる。ひさし
２５７は、案内壁２５６の上端縁から前後方向の内側に延出する。１対の原稿幅ガイド２
５５は、それらの間の中央を基準として、互いに同じ移動量で近接および離間可能に構成
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されている。
【００６３】
　排出部２５４は、供給部２５３の上方に、供給部２５３と間隔を空けて設けられている
。排出部２５４は、前後方向および左右方向に延びる矩形板状をなしている。
【００６４】
　３個のＬＦローラ２５８は、メンテナンスカバー２５２が開かれることによって露出す
る部分に回転可能に設けられている。３個のＬＦローラ２５８は、前後方向に延びる不図
示の軸に支持されて、前後方向に間隔を空けて配置されている。
【００６５】
　ＬＦローラ２５８の周面の最上点と排出部２５４との間には、ガイド部材２５９がそれ
らに跨がるように設けられている。
【００６６】
　ＡＤＦ２０２の使用時、つまりシート状の原稿の搬送時には、１対の原稿幅ガイド２５
５の間の間隔が原稿の幅に合わされる。そして、原稿は、１対の原稿幅ガイド２５５の間
に右側から差し込まれることにより、供給部２５３およびトレイ２５１上に跨がってセン
タ基準で載置される。
【００６７】
　供給部２５３およびトレイ２５１上に載置された原稿は、不図示の供給ローラにより、
供給部２５３から左方に引き込まれ、ＬＦローラ２５８の下方に向けて搬送される。その
後、原稿は、ＬＦローラ２５８の周面に沿って搬送されることにより、搬送方向が左方向
から右方向に折り返される。そして、原稿は、ガイド部材２５９上を右方向に搬送されて
、排出部２５４上に排出される。原稿の右端部は、排出部２５４を越えて、ひさし２５７
またはトレイ２５１上に載置される。原稿の左端部は、排出部２５４上に残って、排出部
２５４またはひさし２５７上に載置される。なお、供給部２５３にセットされた原稿の上
方には、原稿幅ガイド２５５のひさし２５７が位置するため、排出部２５４およびトレイ
２５１上に跨って載置される排出後の原稿と供給部２５３およびトレイ２５１上に跨がっ
て載置されている搬送前の原稿とは混合しない。
【００６８】
＜駆動フレーム＞
【００６９】
　ＡＤＦ筐体２５０は、その左後端部に、図４、図５、図６および図７に示される駆動フ
レーム２６１を備えている。
【００７０】
　駆動フレーム２６１は、図６および図７に示されるように、上面部２６２、底面部２６
３および壁部２６４を備えている。
【００７１】
　上面部２６２は、前後方向に延びる左上面部２６５と、左上面部２６５の後端部から右
方に延びる後上面部２６６とを一体的に有している。
【００７２】
　底面部２６３は、上面部２６２の下方に間隔を空けて設けられている。底面部２６３は
、平面視で左上面部２６５と重なる左底面部２６７と、左底面部２６７の前端部から右方
に延びる平面視略矩形状の前底面部２６８とを一体的に有している。ＡＤＦ筐体２５０内
において、左底面部２６７の前側には、ＬＦローラ２５８などの駆動力を発生する第２電
気部品の一例としてのモータ２６９が配置されている。
【００７３】
　壁部２６４は、前底面部２６８の後端縁から上方に延び、後上面部２６６の前端縁に接
続されている。壁部２６４の下端部には、切欠部２７０が形成されている。切欠部２７０
は、壁部２６４が右端縁から左方に略矩形状に切り欠かれて、右側に開放された形状をな
している。
【００７４】
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＜ハーネスサポート＞
【００７５】
　駆動フレーム２６１には、図４および図５に示されるように、ハーネスサポート４４１
が取り付けられている。
【００７６】
　ハーネスサポート４４１は、樹脂による一体成形品である。ハーネスサポート４４１は
、図８に示されるように、第１対向部４４２、第２対向部４４３、第１軸保持部４４４、
第２軸保持部４４５、ハーネス引き回し部４４６およびヒンジ取付部４４７を一体的に有
している。
【００７７】
　なお、本実施形態に係る駆動フレーム２６１およびハーネスサポート４４１は、その両
方で本発明の「カバー」の概念をなし、ハーネス引き回し部４４６は、本発明の「壁部」
の一例である。
【００７８】
　第１対向部４４２および第２対向部４４３は、側面視でほぼ同じ略矩形状をなしている
。第１対向部４４２および第２対向部４４３は、互いに左右方向に間隔を空けて対向して
配置されている。
【００７９】
　第１軸保持部４４４は、第１対向部４４２の左側において、第１対向部４４２に沿って
下方に延びる略矩形板状をなしている。
【００８０】
　第２軸保持部４４５は、第２対向部４４３の右側に、第２対向部４４３の上端部と間隔
を空けて設けられている。第２軸保持部４４５は、左右方向に長い矩形板状をなしている
。第２対向部４４３と第２軸保持部４４５とは、連結部４４９によって連結されている。
【００８１】
　ハーネス引き回し部４４６は、第２軸保持部４４５の下方に設けられている。ハーネス
引き回し部４４６は、上下方向に延びる薄い壁状をなしている。ハーネス引き回し部４４
６は、右下端部に矩形状の切欠４５２を有し、下部４５３が上部４５４よりも左右方向に
幅狭に形成されている。
【００８２】
　ハーネス引き回し部４４６の下部４５３には、突出部４５５が設けられている。突出部
４５５は、下部４５３から後方に延出し、左側に屈曲している。下部４５３と延出部４５
４とにより、左側に向かって開放される凹部４５６が形成されている。
【００８３】
　ハーネス引き回し部４４６の上部４５４には、１対の引っ掛け部４５７，４５８が左右
方向に間隔を空けて設けられている。左側の引っ掛け部４５７は、上部４５４から後方に
延出した部分と、その先端部から左方に延び、前方に屈曲した部分とを有している。上部
４５４と引っ掛け部４５７とにより、左側に向かって開放される凹部４５９が形成されて
いる。右側の引っ掛け部４５８は、上部４５４から後方に延出した部分と、その先端部か
ら右方に延び、前方に屈曲した部分とを有している。上部４５４と引っ掛け部４５８とに
より、右側に向かって開放される凹部４６０が形成されている。また、上部４５４には、
突出部４５５と右側の引っ掛け部４５８との間に、右上がりに傾斜して延びるリブ状の案
内部４６１が後方に突出して設けられている。
【００８４】
　ヒンジ取付部４４７は、図８に示されるように、四角棒状をなし、第１対向部４４２と
第２対向部４４３との間に架設されている。ヒンジ取付部４４７の中心軸線は、第１回動
軸線の一例である。
【００８５】
　ヒンジ取付部４４７には、図４に示されるように、ヒンジ部材４６２の上端部が回動可
能に取り付けられている。ヒンジ部材４６２の下端部は、画像読取本体部２０１に接続さ
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れる。これにより、ＡＤＦ２０２は、画像読取本体部２０１に対して、ヒンジ取付部４４
７を中心に、図１に示されるように、画像読取本体部２０１上に積み重なった位置と、図
２に示されるように、画像読取本体部２０１に対して前側が持ち上がって展開した位置と
に回動変位させることができる。
【００８６】
　ハーネスサポート４４１は、図８に示されるように、ねじ挿通孔４６６を備えている。
ハーネスサポート４４１は、図４に示されるように、ねじ挿通孔４６６に挿通されたねじ
４２８により、駆動フレーム２６１に固定されている。
【００８７】
＜ハーネスの引き回し＞
【００８８】
　駆動フレーム２６１には、図４および図５に示されるように、たとえば、２本のハーネ
ス４７１，４７２が引き回されている。
【００８９】
　電線の一例としての一方のハーネス４７１の一端は、図６および図７に示されるように
、モータ２６９に接続されている。ハーネス４７１は、モータ２６９から右上後方に延び
、右側に屈曲して、右方に延びている。ハーネス４７１は、後側にさらに屈曲して、後方
に延び、壁部２６４の切欠部２７０を通されて、壁部２６４の後方に引き出されている。
【００９０】
　ハーネス４７１における壁部２６４の後方に引き出された部分は、図９に示されるよう
に、ハーネスサポート４４１のハーネス引き回し部４４６に引き回されている。具体的に
は、ハーネス４７１は、ハーネス引き回し部４４６の前側から切欠４５２を経由してハー
ネス引き回し部４４６の後側に引き出されている。ハーネス４７１は、突出部４５５の下
方から凹部４５６内を経由して、突出部４５５の上方に引き回されている。ハーネス４７
１は、突出部４５５から右側の引っ掛け部４５８に向けて、案内部４６１の上面に沿って
延びている。ハーネス４７１は、上部４５４と右側の引っ掛け部４５８との間の凹部４６
０を経由して、引っ掛け部４５８の上方に引き回され、１対の引っ掛け部４５７，４５８
の上方を左右方向に延びている。そして、ハーネス４７１は、ＡＤＦ２０２が画像読取本
体部２０１上に積み重なった位置に位置した状態において、左側の引っ掛け部４５７の上
方から凹部４５９に入り、凹部４５９を経由して、下方に延びている。
【００９１】
　これにより、ＡＤＦ２０２が画像読取本体部２０１上に積み重なった位置に位置した状
態において、ハーネス４７１は、突出部４５５から右側の引っ掛け部４５８に向けて延び
る迂回部４７３と、迂回部４７３に連続し、１対の引っ掛け部４５７，４５８の上方でヒ
ンジ取付部４４７の中心軸線と同一の直線上を左右方向に延びる第１延部４７４と、第１
延部４７４に連続し、左側の引っ掛け部４５７から下方に延びる第２延部４７５とを形成
する。第１延部４７４は、左右方向の両端部が１対の引っ掛け部４５７，４５８に係止さ
れ、１対の引っ掛け部４５７，４５８の間で左右方向に延びている。
【００９２】
　そして、ＡＤＦ２０２が画像読取本体部２０１に対して積み重なった位置から展開した
位置に９０°回動されると、図１０に示されるように、ハーネス４７１の第１延部４７４
に９０°のねじれ回転が生じ、第２延部４７５が引っ掛け部４５７が延出する方向に延び
る。
【００９３】
　他方のハーネス４７２は、図５に示されるように、ハーネスサポート４４１の左側から
ハーネスサポート４４１の後方に延びている。そして、ハーネス４７２は、１対の引っ掛
け部４５７，４５８の上方を左右方向に延びている。ＡＤＦ２０２が画像読取本体部２０
１上に積み重なった位置に位置した状態において、ハーネス４７２は、左側の引っ掛け部
４５７の左側で下方に屈曲し、一方のハーネス４７１の第２延部４７５と横並びで下方に
延びている。
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【００９４】
　ハーネス４７１の第２延部４７５およびハーネス４７２における第２延部４７５に沿っ
た部分には、弛み防止部材４７６が取り付けられている。弛み防止部材４７６は、２つの
環状部４７７，４７８および連結部４７９を一体的に備えている。２つの環状部４７７，
４７８は、同一形状をなしている。一方の環状部４７７と他方の環状部４７８との間には
、間隔が空けられている。連結部４７９は、一方の環状部４７７と他方の環状部４７８と
を連結している。そして、ハーネス４７１，４７２は、２つの環状部４７７，４７８に挿
通されて、弛み防止部材４７６に保持されている。
【００９５】
　ＡＤＦ２０２は、画像読取本体部２０１に対して昇降可能に設けられている。このＡＤ
Ｆ２０２の昇降時において、ハーネス４７１，４７２は、弛み防止部材４７６に保持され
た状態で、弛み防止部材４７６に対して上下に移動する。これにより、ハーネス４７１，
４７２が弛み防止部材４７６に保持された部分で弛むことが抑制され、ハーネス４７１，
４７２が画像読取本体部２０１とＡＤＦ２０２との間に噛み込むことが抑制される。
【００９６】
　また、図４に示されるように、ＡＤＦ２０２から駆動フレーム２６１の後方に、ＦＦＣ
（Flexible
Flat Cable：フレキシブルフラットケーブル）４５１が引き出されている。ＦＦＣ４５１
は、ハーネス４７１，４７２の左側において、下方に延びている。
【００９７】
＜保持部材＞
【００９８】
　画像読取本体部２０１の下面の左端部には、図１１、図１２および図１３に示されるよ
うに、保持部材５０１が設けられている。
【００９９】
　保持部材５０１は、樹脂による一体成形品である。保持部材５０１は、図１４および図
１５に示されるように、ＦＦＣ保持部５０２およびハーネス保持部５０３を備える。
【０１００】
　ＦＦＣ保持部５０２は、前後方向に延びる仕切板５０４を備えている。仕切板５０４は
、前後方向の中央部よりも前寄りの位置に段差５０７を有している。仕切板５０４は、保
持部材５０１が水平に延びる状態において、段差５０７に対する後側の部分５０５が前側
の部分５０６よりも一段低くなるように形成されている。
【０１０１】
　ハーネス保持部５０３は、ＦＦＣ保持部５０２の右側に隣接して設けられている。ハー
ネス保持部５０３は、前後方向に延びる底板５０８を備えている。底板５０８には、前後
方向の途中部の２つの位置に段差５０８Ｆ，５０８Ｒが形成されている。これにより、底
板５０８は、その段差５０８Ｆ，５０８Ｒを境界とする３つの部分５０９，５１０，５１
１を有している。そして、保持部材５０１が水平に延びる状態において、最後部に位置す
る部分５０９が最も低い位置に位置し、中央部に位置する部分５１０が部分５０９よりも
高い位置に位置し、最前部に位置する部分５１１が最も高い位置に位置している。
【０１０２】
　また、保持部材５０１は、区画壁５１２を備える。区画壁５１２は、仕切板５０４と底
板５０８との境界に沿って、上下方向および前後方向に延びる。
【０１０３】
　さらに、保持部材５０１は、１対の取付部５１３を備える。１対の取付部５１３は、そ
れぞれ仕切板５０４の後端縁から後下方に延びる板状をなし、互いに左右方向に対向して
いる。各取付部５１３の先端部には、左右方向の外側に延出する軸部５１４が形成されて
いる。
【０１０４】
　また、保持部材５０１は、係止部５１５を備える。係止部５１５は、底板５０８の前端
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縁に連続して形成されている。係止部５１５は、底板５０８の前端縁から下方に延び、上
側に折り返されて、上方に延び、前側に屈曲して、前方に延びている。
【０１０５】
　そして、図１２、図１３および図１４に示されるように、軸部５１４が画像読取本体部
２０１の左後端部に設けられた軸保持部５１６に回動可能に保持されることより、保持部
材５０１は、画像形成部３００に対する画像読取本体部２０１の第２回動軸線の一例であ
る回動軸線Ｃと同一の軸線を中心に回動可能に設けられている。
【０１０６】
　画像読取本体部２０１の下面には、図１３および図１６に示されるように、後方に開放
された袋状の被係止部５１７が形成されている。図１６に示されるように、係止部５１５
の先端部が被係止部５１７に差し込まれることにより、係止部５１５が被係止部５１７に
係止され、保持部材５０１が画像読取本体部２０１の下面に固定される。そのため、画像
読取部２００の運搬の際に、係止部５１５が被係止部５１７に係止されていれば、保持部
材５０１が揺動せず。画像読取部２００の取り扱いが容易になる。
【０１０７】
　ＡＤＦ２０２から延びるハーネス４７１，４７２は、図１１に示されるように、ハーネ
ス保持部５０３の後端部を経由し、ハーネス保持部５０３の底板５０８に沿って、前側に
向かって延びている。これにより、ハーネス４７１における第２延部４７５から第１延部
４７４と反対側に延びる部分は、保持部材５０１のハーネス保持部５０３に保持されてい
る。また、ＡＤＦ２０２から延びるＦＦＣ４５１は、ＦＦＣ保持部５０２の後端部を経由
し、ＦＦＣ保持部５０２の仕切板５０４の下面に沿って、前側に向かって延びている。さ
らに、画像読取本体部２０１からＦＦＣ５１８が延びており、そのＦＦＣ５１８は、ＦＦ
Ｃ保持部５０２の後端部を経由し、ＦＦＣ保持部５０２の仕切板５０４の上面に沿って、
前側に向かって延びている。
【０１０８】
　ハーネス４７１，４７２およびＦＦＣ４５１，５１８の各先端は、図１１に示される第
１電気部品の一例としての制御基板５２１に接続される。制御基板５２１は、たとえば、
画像形成部３００に備えられている。
【０１０９】
＜作用効果＞
【０１１０】
　以上のように、ＡＤＦ２０２は、画像読取本体部２０１に対して左右方向に延びる回動
軸線、つまりヒンジ取付部４４７の中心軸線を中心に回動可能に設けられている。ＡＤＦ
２０２には、モータ２６９が備えられている。モータ２６９には、ハーネス４７１の一端
が接続されている。ハーネス４７１の他端は、画像形成部３００に設けられた制御基板５
２１に接続されている。
【０１１１】
　ハーネス４７１は、第１延部４７４および第２延部４７５を有している。第１延部４７
４は、ＡＤＦ２０２の駆動フレーム２６１に取り付けられたハーネスサポート４４１に係
止されて、左右方向に延びている。第２延部４７５は、ＡＤＦ２０２に対して自由に設け
られ、第１延部４７４から画像読取本体部２０１に向けて延びている。
【０１１２】
　これにより、ＡＤＦ２０２の回動に伴って、ハーネス４７１の第１延部４７４でねじれ
回転が生じる。ハーネス４７１が折返しおよび展開される構成では、その折返しおよび展
開される部分に疲労が集中するのに対し、第１延部４７４にねじれ回転が生じる構成では
、ねじれ回転がハーネス４７１に与える疲労が第１延部４７４の全体に分散する。
【０１１３】
　また、第１延部４７４でのねじれ回転にスペースを必要としない。
【０１１４】
　よって、画像読取部２００のサイズを大型化することなく、ＡＤＦ２０２の開閉に伴う
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ハーネスの疲労が局所に集中することを抑制でき、ひいては、ハーネスの寿命を延ばすこ
とができる。
【０１１５】
　ハーネス４７１に生じるねじれ回転の中心は、ヒンジ取付部４４７の中心軸線上に位置
している。
【０１１６】
　これにより、ＡＤＦ２０２の開閉に伴って、ハーネス４７１におけるねじれ回転を生じ
る部分以外の部分が屈曲および展開することを抑制できる。
【０１１７】
　ハーネス４７１は、ＡＤＦ２０２に設けられたハーネスサポート４４１のハーネス引き
回し部４４６の切欠４５２を経由して、ハーネス引き回し部４４６の前側の空間から後側
の空間に引き回されている。
【０１１８】
　この構成によれば、ハーネス引き回し部４４６に貫通孔が形成され、ハーネス４７１が
貫通孔を通してハーネス引き回し部４４６の前側の空間から後側の空間に引き回される構
成と比較して、ハーネス４７１を容易に引き回すことができる。
【０１１９】
　切欠４５２は、右側に開放されている。
【０１２０】
　そのため、ハーネス４７１を切欠４５２にその右側から容易に入り込ませることができ
る。
【０１２１】
　画像読取部２００は、画像読取本体部２０１とＡＤＦ２０２とを回動可能に連結するヒ
ンジ部材４６２と、壁部２６４に設けられ、後方に突出する突出部４５５とを備えている
。そして、ハーネス４７１は、突出部４５５に係止されて、ヒンジ部材４６２から離れる
側に延びる迂回部４７３を有している。
【０１２２】
　迂回部４７３がヒンジ部材４６２から離れる側に延びているので、ＡＤＦ２０２の開閉
時に、ハーネス４７１がヒンジ部材４６２とＡＤＦ２０２との間などに挟まることを抑制
できる。
【０１２３】
　また、ＡＤＦ２０２には、壁部２６４から後方に突出する１対の引っ掛け部４５７，４
５８が左右方向に間隔を空けて設けられている。ハーネス４７１における迂回部４７３に
連続する部分が１対の引っ掛け部４５７，４５８に係止されている。
【０１２４】
　これにより、ハーネス４７１をＡＤＦ２０２に容易に係止させることができる。そして
、左右方向に延びる第１延部４７４を容易に形成することができる。
【０１２５】
　ハーネス引き回し部４４６の上部４５４と引っ掛け部４５７との間には、左側に向かっ
て開放される凹部４５９が形成されている。また、上部４５４と引っ掛け部４５８との間
には、右側に向かって開放される凹部４６０が形成されている。
【０１２６】
　凹部４５９にその左側からハーネス４７１を入り込ませ、凹部４６０に右側からハーネ
ス４７１を入り込ませることにより、ハーネス４７１を１対の引っ掛け部４５７，４５８
に容易に係止させることができる。
【０１２７】
　突出部４５５と右側の引っ掛け部４５８との間には、後方に突出し、ハーネス４７１の
配設を案内する案内部４６１が設けられている。
【０１２８】
　ハーネス４７１の配設時に、案内部４６１により、ハーネス４７１を突出部４５５から
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引っ掛け部４５８に案内することができる。そのため、ハーネス４７１の配設を容易にす
ることができる。
【０１２９】
　ハーネス４７１の第２延部４７５およびハーネス４７２における第２延部４７５に沿っ
た部分には、弛み防止部材４７６が取り付けられている。
【０１３０】
　具体的には、弛み防止部材４７６は、２つの環状部４７７，４７８および連結部４７９
を一体的に備えている。一方の環状部４７７と他方の環状部４７８との間には、間隔が空
けられている。連結部４７９は、一方の環状部４７７と他方の環状部４７８とを連結して
いる。そして、ハーネス４７１，４７２は、２つの環状部４７７，４７８に挿通されて、
弛み防止部材４７６に保持されている。
【０１３１】
　ＡＤＦ２０２の昇降時において、ハーネス４７１，４７２は、弛み防止部材４７６に保
持された状態で、弛み防止部材４７６に対して上下に移動する。これにより、ハーネス４
７１，４７２が弛み防止部材４７６に保持された部分で弛むことを抑制でき、ハーネス４
７１，４７２が画像読取本体部２０１とＡＤＦ２０２との間に噛み込むことを抑制できる
。
【０１３２】
　画像読取本体部２０１には、保持部材５０１が左右方向に延びる回動軸線Ｃを中心に回
動可能に設けられている。保持部材５０１は、ハーネス４７１，４７２を保持するハーネ
ス保持部５０３を備えている。
【０１３３】
　ハーネス４７１がハーネス保持部５０３に保持されることにより、ハーネス４７１の配
設を一層容易にすることができる。
【０１３４】
　ハーネス保持部５０３は、途中部に段差５０８Ｆを有し、ハーネス４７１が制御基板５
２１に接続された状態において、段差５０８Ｆよりも制御基板５２１側の部分５１１が制
御基板５２１と反対側の部分５０９，５１０よりも一段高くなるように形成されている。
【０１３５】
　たとえ保持部材５０１に水がかかることがあっても、その水が保持部材５０１を伝って
制御基板５２１に流れつくことを抑制できる。その結果、制御基板５２１の水濡れを抑制
することができる。
【０１３６】
＜変形例＞
【０１３７】
　本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、他の形態で実施することもできる
。
【０１３８】
　たとえば、前述の実施形態では、画像読取部２００が画像形成部３００と組み合わされ
て、これらが複合機１００を構成している。しかしながら、画像読取部２００は、それ単
独でスキャナを構成してもよい。
【０１３９】
　その他、前述の構成には、特許請求の範囲に記載された事項の範囲で種々の設計変更を
施すことが可能である。
【符号の説明】
【０１４０】
　２００　　画像読取部
　２０１　　画像読取本体部
　２０２　　ＡＤＦ
　２６９　　モータ
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　４４６　　ハーネス引き回し部
　４５２　　切欠
　４５５　　突出部
　４５７　　引っ掛け部
　４５８　　引っ掛け部
　４５９　　凹部
　４６０　　凹部
　４６１　　案内部
　４６２　　ヒンジ部材
　４７１　　ハーネス
　４７３　　迂回部
　４７４　　第１延部
　４７５　　第２延部
　４７６　　弛み防止部材
　５０１　　保持部材
　５０８Ｆ　段差
　５０９　　部分
　５１０　　部分
　５１１　　部分
　５２１　　制御基板

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【図１６】
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